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してすぐれている。しかしながら抗大法はなお臨床
的価値を決定する迄には更に検討を要するものと考
えられる。 
26.罷管の代用とする腸管の応用

ぐ尿管・腸・勝目先吻合術〉

百瀬剛一(皮泌科〉
尿管陸棲 4例，尿管狭窄 3例，尿管陸凄兼直腸陸
痩 1例，跨脱子宮頚管痩 1例yこ尿管・腸・勝脱吻合
術を行った。 1例にS状腸を利用した他は総て廻腸 
10-25crnを橋梁とした。術後 1例は leusにより
死亡，他の 1例は尿管・跨脱移植に失敗，橋梁式術
式を行ったが跨脱・腸吻合不全を起した。其他の症
例は何れも渦‘足す可き治効を収めた。
特 J別講演
千葉県下の犯罪と捜査法医単のニ三の問題
e千大助教暖 宮内義之介 
1.終戦後に於ける千葉県下の犯罪，特に兇悪犯と 
性的犯罪について統計と実例とを以って簡単に紹介
した。 
傷と兇器"の問題に関する仕事の中から，1)“倉2.
“ハシマーと輪状表皮長IJ脱"，“小万による特殊挫割
倉1)"の2例を引き，その生成機序に関しての考察を
説ベた。 
3.“酸性ホスフ・ァターゼに厚く精液の検出"に関
する教室の木村康の仕事の一端を略述した。即ち，
基質としてフェノー J1-， ナフトールの燐酸ソ{ダを
選び，これより燐解酵素によってブェノ{ノ1-，ナフ
トールを分離し，これにヂアゾ化した各種のアミ y
類を作用させて各種の色彩の発現に成功した。鑑定
対象としての精液斑は各種の地色に生地に附着して
おり，精液斑を自由にその反対色に発色し得るとこ
ろにこの仕事の意味がある。 
I 4.糞便或は胃腸内容より，摂取食物の種類を知る
ことは犯罪捜査に当って甚だ重要な問題である。こ
れに関する仕事の中で縞物性食物の形態学的研究及
び蛍光顕微鏡的研究の一端を述べた。
皮膚疾患の原図的者察
千葉大学教授竹内 勝
皮膚疾患は異った原因ではあるが呈する症状は同
ーであり，同一原因でありながら症期によって全く
異った症状を現すことが少ぐなし、。症状的に色々鑑
別する根拠があるが，原因的に之等の症状を反省し
て観ると新陳代謝の異常，栄養障碍，心・肝・腎臓
病，無機塩酸代謝異常等の内因に基く場合と， 注
射・内用叉は外用に続発した外因性アレルギー性皮
膚疾患がある。更に反覆血液培養を行つでも陽性成
績を得ないが既知の細菌と ~l~集反応を試みると明か
に高い凝集価があり，想定病寵の治療を試みると頭
集価が低くなり，叉皮疹も軽快する場合がある。 
llagene disease， rnucocutaneous-oCt，llar 
6 
syndrorne等は時間の関係で省き主としてピタミ
:YB群，肝臓病，無機塩代謝異常のある皮膚病につ
いて説明し，原図的療法を膏剤療法を併せ行わなけ
れば治らないことを述べた。 
i容原性ファージに関するニ三の知見
千葉大学教授川喜田愛郎
木学細菌学教室で 1952年来続けている溶原菌と
その産生するプァージに関してえられた知見を
1. 溶原菌の検索 
2. ファージ産生能力の伝達 
3. 溶原菌の増殖とファージ産生との関係 
4. プァージ誘発と一段階増殖実験 
5. ファージ原基 
6. 溶原菌の成立ー 
慎序に従って述""}，溶原菌の問題の微生物学的意/1の
義を論じたも。
一、
